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伊達市の職員がボランティアに作業手順を説明した。

ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
に
よ
り
、

最
適
な
除
染
方
法
を
見
つ
け
だ
す

　

２
０
１
１
年
10
月
16
日
（
日
）
に
行
な
わ

れ
た
実
験
的
な
除
染
の
取
り
組
み
に
は
、コ
ー

プ
ふ
く
し
ま
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
呼
び
か

け
、
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
（
約

５
０
０
人
）
の
中
か
ら
50
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
日
試
さ
れ
た
方
法
は
、
雨
水
の
流
入

お
よ
び
車
両
の
通
行
に
よ
り
、
震
災
時
に
飛

散
し
た
放
射
性
物
質
が
た
ま
り
、線
量
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
る
歩
道
の
側
溝
の
除
染
で
、

「
側
溝
の
ふ
た
を
裏
返
し
て
取
り
付
け
、
か
つ
、

ふ
た
の
周
り
の
泥
な
ど
を
取
り
除
く
」
と
い

う
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
ア
イ
デ
ア
だ
。

　

初
め
に
、
伊
達
市
放
射
能
対
策
課
、
除
染

対
策
係
副
主
幹
兼
係
長
の
梅う

め
つ津

善よ
し
ゆ
き幸

さ
ん
が

作
業
手
順
を
説
明
し
た
。

 

「
ま
ず
側
溝
の
ふ
た
上
部
の
放
射
線
量
を
測

定
し
た
上
で
取
り
外
し
ま
す
。
次
に
、
ふ
た

の
周
り
の
溝
に
た
ま
っ
て
い
る
泥
や
コ
ケ
、

ご
み
な
ど
を
ス
コ
ッ
プ
で
か
き
出
し
て
収
集

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
ふ
た
を
裏

返
し
に
取
り
付
け
、
あ
ら
た
め
て
線
量
の
測

定
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
の
入

り
口
な
ど
は
構
造
上
裏
返
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、『
電
気
カ
ン
ナ
』（
写
真
上
）
で

表
面
を
削
り
線
量
を
測
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ム
手
袋
は
そ
の
ま
ま
で
は
破
れ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
上
か
ら
軍
手
を
付
け

て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
側
溝
の
ふ

た
は
大
変
重
い
の
で
、
け
が
に
は
十
分
気
を

付
け
て
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
」

放射性物質の除染を続ける
生協のボランティア組織
コープふくしま

ボランティアが「電気カンナ」を使い除染作業を実施。側溝の
表面を削り除染している。ヘルメットをかぶっている２人は伊達
市の職員、右側のトラックが必要な道具を積んだ「除染カー」。

10月号の本欄では、生協のボランティアによる除
染活動について報告したが、ようやく政府主導で
の福島県全域を視野に入れた除染活動が始まろ
うとしている（2011年10月18日に野田総理が
福島を訪問。同31日、細野環境大臣が本格ス
タートを2012年1月からと発表）。もちろん、小
学校など子どもたちが多く集まる場所での除染は
先行して行なわれているが、放射線量の高い地
域についてはこれからというのが現状だ。できる
だけ効果的な除染を模索する、コープふくしまと伊
達市の取り組みを取材した。

側溝のふたを裏返し除染。
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続
い
て
、
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
専
務
理
事
の

野の
な
か中

俊し
ゅ
ん
き
ち吉

さ
ん
か
ら
、
生
協
が
貸
し
出
す
線

量
計
の
使
い
方
が
説
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
県
道
国
見
・
福
島
線
の
歩
道
側
溝
の
除

染
作
業
を
開
始
し
た
。「
除
染
廃
棄
物
の
仮
置

き
場
」
の
問
題※

１

が
あ
り
、
な
る
べ
く
廃
棄
物

を
出
さ
な
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
今

回
は
、
ふ
た
に
よ
り
直
接
触
れ
る
こ
と
が
な

い
、
側
溝
の
底
に
た
ま
っ
た
汚
泥
は
取
ら
ず

て
行
な
わ
れ
た
。
伊
達
市
放
射
能
対
策
課
、

除
染
対
策
係
の
佐さ

と
う藤

陽よ
う
す
け介

さ
ん
が
、

 

「
場
所
に
よ
っ
て
放
射
線
量
の
高
い
低
い
は
あ

り
ま
す
が
、
本
日
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
、
線
量
が
５
分
の
１
か
ら
10
分
の
１

ま
で
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
分
な
効
果

が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
伊
達
市
で
は
今
後
、

放
射
線
量
の
高
い
地
区
を
優
先
し
て
、
民
間

の
専
門
業
社
も
活
用
し
な
が
ら
除
染
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
、

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
」
と
説
明
し
た
。

　

併
せ
て
、
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
疑
問

に
対
し
、
伊
達
市
除
染
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門

員
（
㈱
ア
ト
ッ
ク
ス
）
の
斉さ

い
と
う藤 

浩ひ
ろ
し

さ
ん
が
、

分
か
り
や
す
く
答
え
て
い
た
（
左
上
Ｑ
＆
Ａ

参
照
）。
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そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。
実

際
に
線
量
計
で
測
定
し
て
み
る
と
、
側
溝
底

の
汚
泥
や
ふ
た
の
周
り
の
隙
間
の
泥
や
コ
ケ
、

ご
み
部
分
で
、
線
量
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。

　

10
時
半
か
ら
12
時
半
ま
で

除
染
作
業
を
行
な
い
、
休
憩

を
挟
み
、
13
時
半
か
ら
除
染

結
果
の
報
告
と
、
専
門
業
者

に
よ
る
廃
棄
物
仮
置
き
方
法

の
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。

正
し
い
情
報
を

知
る
こ
と
が
大
切

　

除
染
結
果
の
報
告
は
、
伊

達
市
職
員
が
声
掛
け
を
し
た

周
辺
住
民
の
方
々
も
参
加
し

※ 1　伊達市では「仮置き場」が設置されていて除染がスタートできたが、設置には地域住民
の同意が必要なため、除染に取り掛かれない地域も多数あるという。

※ 2　NPO法人放射線安全フォーラム副理事長、
	 前内閣府原子力委員会委員長代理。

除染と放射性物質についての
Ｑ＆Ａ

Ｑ１：		 除染した場所はこの先も大丈夫なのでしょうか？

Ａ１：		 除染した場所の線量は、今後上がることはありません。

Ｑ２：		 線量の高い場所から放射性物質が風で飛んでくるこ
とはないのですか？

Ａ２：		 当初飛散した放射性物質は、地面に吸着してしまうと
土などと一緒に動くことしかできないので大丈夫です
が、強風の際にはマスク着用をおすすめします。

Ｑ３：		 除染に使った道具は汚染されていないのですか？

Ａ３：		 泥などに触れた部分を洗い流せば問題ありません。

Ｑ４：		 着ている衣類は大丈夫ですか？

Ａ４：		 通常の洗濯をすればまた着ることができます。なお、
靴底は最も線量が高い可能性があるので、しっかり水
洗いしてください。

Ｑ５：		 洗濯物は外に干して大丈夫？

Ａ５：		 現在、空気中に放射性物質は飛散していないので問
題ありません。

Ｑ６：		 ボランティアを募集して手作業で除染活動をするので
はなく、もっと効率的な方法はないのですか？

Ａ６：		 表面を薄く削れば除染できることが分かっていて、なお
かつなるべく廃棄物を出さないことが重要ですので、
現状では手作業が最も効率的と考えています。

隙間など細かい部分の泥などもスコップを使い丁寧に取り除く。

　花屋をしているので、この場
所を離れることはできません。な
るべく気にしないようにしている
のですが、小さな子どももいるの
で心配です。自分たちでできる
範囲のこと、例えば家の壁を水
で洗い流したりしましたが、線量
が高いといわれている道路の側
溝はどうしたらいいか分かりませんでした。本日、除染をして
いただいて本当に助かりました。また、除染によってどのくら
い線量が減ったのかを、数値で教えてもらえたので安心しま
した。

　伊達市では、コープふくしま
さんにご紹介いただいた田

た な か

中
俊
しゅんいち

一先生
※2

に、除染アドバイザー
をお願いしています。また、コー
プふくしまさんが全国にボラン
ティアを募集されていますので、
伊達市も協力して活動していきたいと考えました。これまで
小学校などの除染を一緒に実施してきて、今後広域に進め
ていく中でも、福島県からの支援と併せコープふくしまさんに
協力していただきたいと思います。

周辺住民　芳
は が

賀明
あきえ

恵さんと息子の啓
けいすけ

佑くん

伊達市放射能対策課　除染対策係副主幹兼係長　
梅津善幸さん

コープふくしまの野中専務（左）が線量計の使い方を説明。

中央（青い服）が伊達市除染専門員の斉藤	浩さん（写真1）。
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今
回
の
除
染
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

神
奈
川
県
平
塚
市
か
ら
夜
行
バ
ス
で
来
た
曽そ

根ね

田だ

高た
か
て
る輝
さ
ん
は
、

 

「
宮
城
や
岩
手
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
応
募
し
ま
し
た
。
側
溝
の

ふ
た
を
裏
返
す
と
線
量
が
下
が
っ
た
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、

大お
お
つ
か塚
良り

ょ
う
じ治
さ
ん
は
、「
新
潟
県
長
岡
市
か
ら

電
車
で
来
ま
し
た
。
前
回
も
コ
ー
プ
ふ
く
し

ま
の
Ｈ
Ｐ
を
見
て
応
募
し
た
の
で
す
が
、
希

に
、
福
島
で
支
援
活
動
を
し
て
き
た
と
お
話

し
く
だ
さ
い
。
福
島
県
に
住
む
方
々
が
怖
く

て
怖
く
て
仕
方
な
く
生
活
し
て
い
た
り
、
福

島
が
全
国
か
ら
見
放
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
今
後
も
全
国
の
生
協
で
福
島
を
支
え

て
い
き
ま
す
」
と
、
力
強
く
訴
え
た
。

中
専
務
は
、

  

　
「
生
協
の
組
合
員
さ
ん
を

含
め
、
多
く
の
若
い
保
護

者
と
子
ど
も
た
ち
が
福
島

県
外
に
避
難
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
方
々
が

戻
っ
て
こ
ら
れ
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
少
し
で
も

お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
除
染
廃
棄
物
を

仮
置
き
す
る
際
に
は
、
土

の
う
で
覆
え
ば
大
丈
夫
と

理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

周
り
の
方
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
で
は
、
日
本
生
協
連
や
全

国
の
生
協
の
支
援
に
よ
り
『
環
境
除
染
活
動
応

援
車
』（
除
染
に
必
要
な
道
具
一
式
を
装
備
し

た
ト
ラ
ッ
ク
。
略
称
：
除
染
カ
ー
）
を
２
台

保
有
し
て
お
り
（
Ｐ・
25
・
写
真
上
）、
町
内

会
や
、
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
に
無
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
本
日
、
全
国

か
ら
お
集
ま
り

い
た
だ
き
ま
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、

ご
自
身
の
地
域

に
戻
ら
れ
た
際

望
者
多
数
で
断
ら
れ
て
し
ま
い
、

今
回
は
初
日
に
応
募
し
ま
し
た
。

福
島
県
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

同
じ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

し
て
い
た
放
射
線
技
師
の
女
性

は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
『
除

染
』
を
調
べ
て
応
募
し
ま
し
た
。

今
の
気
持
ち
は
『
む
な
し
い
』

の
一
言
で
す
。
放
射
線
の
専
門

家
な
ら
除
染
の
大
切
さ
は
と
っ

く
に
分
か
っ
て
い
た
は
ず
な
の

に
、
な
ぜ
す
ぐ
始
め
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ

専
門
家
が
除
染
活
動
を
し
に
現
地
に
来
な
い

の
か
…
…
」
と
話
し
て
い
た
。

地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　

当
日
の
作
業
で
出
た
泥
や
コ
ケ
の
中
で
、

線
量
が
高
か
っ
た
廃
棄
物
を
用
い
、土
の
う
を

使
っ
た
放
射
線
の
遮
へ
い
実
験
も
行
な
わ
れ
た

（
Ｐ・
26
・
写
真
１
）。
結
果
、
１
時
間
当
た
り

の
測
定
値
は
下
表
の
よ
う
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
仮
置
き
場
の
除
染
廃
棄
物
の
周

り
を
土
の
う
で
覆
え
ば
、
放
射
線
を
大
幅
に

遮
へ
い
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、

伊
達
市
で
は
今
後
、
土
の
う
よ
り
も
手
軽
な

「
遮
へ
い
シ
ー
ト
」
の
使
用
も
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

作
業
の
最
後
に
、
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
の
野
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　日本生協連では、これ
まで福島県の組合員さ
ん対象の放射能学習会
に講師を派遣したり、“福
島の桃を送ろう”キャン
ペーンに協力したりしてき
ました。放射線という高いハードルに対する取り組
みになりますが、募金やボランティアなど、全国の生
協が今後どういった支援をすべきか考え、推進してい
きます。

日本生協連会員支援本部・防災担当　
山
やまおか

岡	満
みつる

コープふくしまのＨＰからボランティア登録ができます。

http://www.fukushima.coop/

ボランティアの曽根田高輝さん（左）と大塚良治さん。

除染作業が終了し、参加者に継続
した支援を訴える野中専務。

表　土のうによる放射線の遮へい実験結果　

遮へいなし 16.2マイクロシーベルト（写真A）

測定側のみ土のうで遮へい 8.43マイクロシーベルト（写真B）

土のうで全体を覆い遮へい 1.45マイクロシーベルト（写真C）

写真A

写真B

写真C


